
SciREX事業棚卸・俯瞰構造化の取組み

カテゴリーを細分化することにより全体の俯瞰・構造化を実施。

拠点大学におけるコア・カリキュラムや政策担当者研修、SciREX事業の重点課題設定において活用

第1レイヤー

科学技術及びイノベーションが、どのよう
なプロセス、ダイナミクスを経て起こるの
か。どのような資源が利用され、結合、価
値創造、普及のプロセスを経るのか。アク
ターとして企業、大学、公的研究機関、政
府、市民は、其々どのような役割を持ち、
連携できるか。

科学技術イノベーションのプロセスの中で、政策や政治はどのよう
な役割を持つのか。科学技術イノベーションに広く関わる政策ツー
ルの政策的根拠や課題。政策形成のプロセス、ステークホルダー。
政策形成における価値判断の問題。他の政策分野からみた科学
技術イノベーション政策の位置づけ。政策担当者と研究者のコミュ
ニケーション、協働のあり方、実践。

社会が科学技術の進展やリスクとどのよ
うに向き合い、将来の科学技術に何を求
めているのか。市民がよりアクティブな主
体として科学技術イノベーションといかに
関与していくことが期待されているのか。

科学技術イノベーション政策の社会経済的影
響測定における、政策オプションやロジックモ
デル等の基本的な考え方、必要なデータや方
法論を理解し、どう活用するか。

科学のあり方の変容、エビデンスの意味等の
メタな課題は何か。
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第2レイヤー
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目的・背景 プロセス スケジュール

問合せ先： JST-CRDS  林信濃（ shinano.hayashi@jst.go.jp）、中川尚志、原田裕明 SciREXセンター 岡村麻子(a-okamura@grips.ac.jp)

「科学技術イノベーション政策の科学」では何を研究対象としていくべきか？
（”Science Question”は何か？）


